
 

- 1 - 

令和４年度（２０２２年度）熊本県立天草拓心高校校舎間移動バス

部活動便運行業務委託公募型プロポーザル実施要領 

 

１ 業務目的   

この業務は、熊本県立天草拓心高校が有する本渡校舎とマリン校舎間を生徒が合同部

活動のために移動する手段として行うものであり、学校が作成した運行計画に基づき、

指定した運行路線、運行時間等の運行条件を遵守し、安全かつ確実に輸送することを目

的とする。  

 

２ 業務内容及び契約方法等 

 （１）業務の名称 

令和４年度（２０２２年度）熊本県立天草拓心高校校舎間移動バス部活動便運行業

務 

（２）業務委託の内容 

    別紙「令和４年度（２０２２年度）熊本県立天草拓心高校校舎間移動バス活動便

運行業務委託仕様書」（以下「仕様書」）という。）のとおり 

 （３）委託期間 

    令和４年（２０２２年）４月１日から令和５年（２０２３年）３月３１日まで 

（４）契約方法 

公募型プロポーザル方式による随意契約 

 （５）契約の種類 

運行形態ごとの単価契約とする。 

なお、運行形態は、仕様書別紙１「令和４年度（２０２２年度）熊本県立天草拓心

高校校舎間移動バス活動便運行形態」のとおり。 

（６）業務に係る公募型プロポーザルの実施及び契約担当部局 

熊本県立天草拓心高等学校本渡校舎 事務室 （担当者：中西） 

住 所：天草市本渡町本戸馬場４９５ 

電 話：０９６９－２３－２１４１ 

ＦＡＸ：０９６９－２３－０７８４ 

E-mail：nakanishi-k-d@pref.kumamoto.lg.jp 

 

３ 契約上限額 

本業務に係る経費としての予算上限額を４，８７７，０００円（消費税及び地方消費

税を含む。）とする。 

 

４ 参加資格 

本業務に係る公募型プロポーザルへの参加を希望する者は、次の（１）から（７）まで

に定める条件のすべてを満たすこと。 

（１）消費税及び地方消費税、並びに熊本県税に未納がないこと。 

（２）会社更生法（平成１４年法律第１５４号）第１７条の規定による更生手続開始の

申立てを行った者又は申立てをなされた者にあっては、裁判所からの当該申立てに

係る更生計画認可の決定を受けていること。 

（３）民事再生法（平成１１年法律第２２５号）第２１条の規定による再生手続開始の

申立てを行った者又は申立てをなされた者にあっては、裁判所からの再生計画認可
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の決定を受けていること。 

（４）熊本県物品購入等及び業務委託契約に係る指名停止等の措置要領（平成１４年熊

本県告示第８１１号）第２条第１項の規定による指名停止の期間中でないこと。 

（５）熊本県暴力団排除条例（平成２２年熊本県条例第５２号）第２条第２号に規定す

る暴力団員及び同条第４号に規定する暴力団密接関係者でないこと。 

 （６）道路運送法に基づく九州運輸局による「一般貸切旅客自動車運送事業の許可及び

認可に関する審査基準」を満たし、許認可を受けていること。 

（７）道路運送法に基づく平成１４年１月３０日付け九運公福第６１号、一部改正平成

１６年３月１９日付け、一部改正平成２６年３月２６日付けによる九州運輸局長名

で公示されている『一般貸切旅客自動車運送事業の運賃・料金の変更命令について』

の運賃・料金の範囲及び適用方法」により積算することを証する確約書を提出する

者であること。 

 

５ 参加申込等 

本業務に係る公募型プロポーザルへの参加を希望する者は、以下のとおり申し込むこ

と。 

（１）提出書類   

ア 参加申込書（様式１） 

イ 役員一覧表（別記第７号様式） 

ウ 直近１事業年度の賃借対照表及び損益計算書 

エ 事業所の履歴事項全部証明書（発行後３ヵ月以内のもの（写し可）） 

オ 納税証明書（消費税及び地方消費税に未納がないことの証明並びに熊本県税に

未納がないことの証明） 

カ 一般貸切旅客自動車運送事業の許認可を受けていることを証する書類 

※令和４年（２０２２年）３月３１日までの熊本県競争入札参加資格（業務委託）

を有する応募者については、上記ウ～オの提出は不要とする。 

※４（７）の確認については、企画提案書等提出時に行うものとする。 

（２）提出部数 

各書類とも正本１部 

 （３）提出方法   

持参又は郵送。ただし、郵送の場合は書留郵便とし、提出期限までに必着とする。 

 （４）提出期限   

令和４年（２０２２年）１月２８日（金）正午必着 

 

６ 本業務に係る公募説明会 

  業務の詳細、公募型プロポーザルの概要等について説明を行う。 

 （１）日  時 令和４年（２０２２年）１月１８日（火）午後３時から 

 （２）場  所 熊本県立天草拓心高等学校 会議室 

 （３）申込方法 説明会参加申込書（様式１０）を説明会の前日正午までに提出 

 （４）提出方法 持参又は郵送    

 

７ 質問及び回答 

本業務に係る公募型プロポーザルに関する質問の受付及び回答は、以下のとおりとす

る。 
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 （１）質疑受付期間 

令和４年（２０２２年）２月７日（月）正午まで 

（２）受付方法 

質問・回答書（様式３）の質問欄に内容を簡潔に記入のうえ、２（６）に記載する

担当宛に電子メールで提出すること。 

（３）最終回答日 

令和４年（２０２２年）２月９日（水） 

（４）回答方法 

上記期限までに提出のあった者のみ回答することとし、電子メールにより随時行

う。ただし、共通に提供すべき情報である場合は、質問及び回答の内容を各参加者に

知らせる。 

 

８ 企画提案書等の提出 

一次審査に合格し企画提案書等の提出依頼を受けた者は、次により必要書類等を提出

すること。 

（１）提出書類 

ア 提案書表紙（様式４） 

イ 熊本県立天草拓心高校校舎間移動バス部活動便運行業務計画書（様式５） 

ウ 熊本県立天草拓心高校校舎間移動バス部活動便運行業務に係る参考見積書

（様式６） 

※見積書に記載する委託料の額は、消費税及び地方消費税を含めない金額とする。 

エ ４（７）による運賃・料金により積算することを証する確約書（様式９） 

オ 熊本県立天草拓心高校校舎間移動バス部活動便運行業務に係る見積金額内訳

書（様式８） 

（２）提出部数   

１３部（ただし、見積書は正本１部、副本１２部） 

（３）提出方法 

持参又は郵送。ただし、郵送の場合は書留郵便とし、提出期限までに必着とする。 

（４）提出期限   

令和４年（２０２２年）２月１４日（月）午後４時必着 

※持参の場合の提出可能時間は、午前８時２０分から午後４時５０分まで（土日を除

く。）とする。 

（５）プレゼンテーション日時及び場所 

令和４年（２０２２年）２月１６日（水）午後３時～ 

熊本県立天草拓心高校・視聴覚室 

(１社１５分程度。開始時刻については、後日個別に連絡。) 

 

９ 受託候補事業者の選定 

業者選定に当たっては、熊本県立天草拓心高校校舎間移動バス部活動便運行業務委託

業者選定委員会（以下「委員会」という。）において一次審査（プロポーザル参加資格審

査）及び二次審査(書類審査及びプレゼンテーション)を経て選定を行う。 

（１）一次審査（プロポーザル参加資格審査） 

応募者の参加資格適合を審査する。書面により委員会の決裁を受け一次審査とす
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る。審査結果を書面により通知する。 

 （２）二次審査 

提出された企画提案書及びプレゼンテーションを経て、委員会において審査のう

え、評価点を算出し、最高評価点を得た者を受託候補者として選定する。 

１０ 二次審査について 

（１）視点 

提出書類を基に以下の観点で審査する。 

ア 会社情報及び業務実績について 

a 業務実績数 

b 行政処分・重大事故等の状況 

イ 安全管理体制・危機管理体制について 

a 事故等の防止策や取組など 

b 事故・自然災害等が発生した場合の対応・体制 

c 定期及び日常の車両管理・点検内容 

d 運転業務従事者の健康管理対策 

e 本業務を受諾した場合の業務実施管理体制 

f 特記すべき提案事項 

（２）手順 

ア 合計得点における最低基準得点（審査委員１人当たり評点６０点×委員数）を

満たした者の中で、審査委員の評点の合計点が最も高い提案書を提出した者を受

託候補者として決定する。 

イ 審査委員の評点合計が同数の場合は、審査委員による多数決により決定する。 

なお、多数決同数の場合は委員長の決するところによる。 

ウ 提案書の提出が１事業者であっても、審査委員会において審査し評点をつける

ものとし、最低基準得点以上の点数を得た場合に候補者とする。 

（３）審査結果の通知 

ア 審査結果については、参加者全員に対し、選定、又は非選定の別と順位を速やか

に通知する。 

イ 非選定事業者には、選定されなかった理由を通知内容に追記する。 

 

１１ 契約について 

（１）契約交渉 

審査の結果、受託候補者として決定した事業者と本業務の契約交渉を行う。その

際、受託候補者は本契約に係る見積書を提出する。開札後、熊本県会計規則（昭和６

０年熊本県規則第１１号）第８９条の規定により作成された予定価格の範囲内で有

効な見積を行った者を契約の相手方と決定する。 

なお、下記のいずれかに該当し、その事業者と契約が締結できない場合、次点者と

契約交渉を行うものとする。 

ア 「４ 参加資格」に定める要件を満たすことができなくなったとき。 

イ 契約交渉が成立しないとき、又は受託候補者が本契約の締結を辞退したとき。 

ウ 提出書類、企画提案書等に虚偽の記載が判明したとき。 

エ その他の理由により契約の締結が不可能となったとき。 
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（２）契約書の作成の要否 

要  

（３）契約の締結期限 

契約の相手方決定の日から起算して１０日（熊本県の休日を定める条例(平成元年

熊本県条例第１０号)第１条第１項各号に掲げる日の日数は、算入しない。）を経過

した日 

（４）落札者からの契約締結の申出期限 

契約の相手方決定の日から起算して５日（熊本県の休日を定める条例(平成元年熊

本県条例第１０号)第１条第１項各号に掲げる日の日数は、算入しない。）を経過し

た日 

（５）契約保証金 

契約をしようとする者は、次のア及びイのとおり、契約担当者が指定する日時まで

に熊本県会計規則第７７条第１項の規定により、年間支出予定金額の１００分の１

０以上の金額を納付しなければならない。ただし、契約保証金の納付は、同条第２項

各号に規定する担保の提供をもって代えることができ、同規則第７８条各号のいず

れかに該当する場合は、契約保証金を免除することができる。 

ア 納付期限 １１（４）に掲げる期限 

イ 提出場所 ２（６）に掲げる契約担当部局 

 

１２ 留意事項 

（１）本プロポーザルに係る経費はすべて参加事業者の負担とする。 

（２）運行業務の一部又は全部を第三者に委託し、又は請け負わせることを内容とする

運行業務計画を提案することはできない。 

 （３）提案書は１事業者につき１案とする。 

（４）提出された書類は返却しない。 

（５）提出後の提案書等の修正等は、提出期限内においてのみ可能とする。 

 （６）提案書等の提出後に参加を辞退する場合は、速やかに担当まで連絡し、公募型プ

ロポーザル参加取り下げ書（様式２）を提出すること。 

 （７）記載すべき事項の全部若しくは一部を記載せず、又は書類に虚偽の記載をし、こ

れを提出したものは失格とする。 

 

１３ 本件に関する照会・書類の提出先 

２（６）に記載する担当部局 


